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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

小倉都心地区（第３期）

令和元年１２月

福岡県北九州市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり －

見込み ● なし ●

確定 あり －

見込み ● なし ●

確定 あり －

見込み ● なし ●

確定 あり －

見込み ● なし －

確定 あり －

見込み ● なし ●

確定 ● あり －

見込み なし －

※全ての指標について記入

目標達成に至らなかったが、立寄り地区
数は増加傾向にあり、歩行者空間の改
善・公園等の整備、照明の設置などによ
り、回遊性が向上してきた結果であると
考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

―△H31年3月2.37地区／人
小倉都心部来街者
の平均立ち寄り地
区数

指標２ 3.02 2.77 △ 2.62

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

指標１
商店街エリアを中心
とした歩行者通行量

人／日 145,000 156,200

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路整備等による歩行者空間の改善や
賑わい創出を目的とした各種ソフト事業
を実施した結果、５ヶ年の計画期間を平
均すると149,488人／日となり、従前値を
上回る歩行者通行量となった。
また、夜間や、小倉駅北口エリア等の歩
行者通行量においては一定の成果を挙
げており、エリア内の交流人口増加につ
ながってきていると考えられる。

H30年8月
H30年10月

小倉駅前の大型商
業施設の一部テナ
ントの撤退発表によ
る地区全体への影
響もあり、H30年度
の商店街エリアを
中心とした歩行者
通行量は目標値、
従前値を下回る結
果となった。

152,000 △ 144,680

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

△

観光客数は着実に増加傾向で推移して
おり、一定の成果を挙げている。近年、
増加傾向にある本市への外国人来訪者
を対象とした小倉城などの観光拠点の
整備や各種イベント実施によって、増加
したものと考えられる。

万人／年 △ ―
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

565.9 638.0 607.0 △ 629.0
H30年1月

～
H30年12月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

各種事業を実施した小倉駅周辺の商業
エリアの空き店舗率は、近年、改善傾向
にあり、一定の成果を挙げている。リノ
ベーションまちづくり等の取組により創
業や雇用において、着実に成果を上げ
ていることも寄与していると考えられる。

指標３
小倉都心部におけ
る平均空き店舗率

％ 10.8 8.6 10.0 △
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

8.8 H30年10月 △ ―

〇 4,279
H30年1月

～
H30年12月

指標５
小倉都心部におけ
る観光客数

〇 ―
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

各種事業の実施により都心部の魅力が
向上し、地区内への来街者が増加した
ことに加え、小倉駅周辺の歩行者空間
の整備やアクセシビリティの向上等に
よって、乗降客数の増加につながったと
考えられる。

指標６
夜間景観整備エリ
アを中心とした夜間
の歩行者通行量

人／日 6,423 6,746 6,838 〇 ― ― ― ―
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

Ｈ29年度に「小倉都心地区夜間景観ガ
イドライン」を策定し、これに基づき、小
倉城等の施設を核とした夜間景観の向
上や照明設備の見直しなどの公民が一
体となった取組により、夜間の交流人口
が増加してきていると考えられる。

指標４

小倉都心部におけ
るJR・モノレール
駅、市営渡船場の
年間利用者数

万人／年 4,099 4,145 4,260



様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定 ●

見込み

確定

見込み ●

確定

見込み ●

※全ての指標について記入

34,892 H30年9月

小倉都心地区の居住人口は着実に増
加。計画エリア内の居住環境は小倉都
心に近いという立地条件に加え、道路整
備等による生活利便性向上や魅力的な
施設整備により都市のブランドイメージ
を高めていった結果、大手町地区をはじ
めとした地区内でマンション建設が進ん
できており、都心の魅力が高まってきて
いると考えられる。

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

Ｈ30.8からＨ31.3.30の間、改装工事によ
り小倉城が閉館していたことから、Ｈ30
年度は従前値を下回る結果となった。
一方で、北九州市を訪れる外国人観光
客数は５年連続増加し、Ｈ29年度は過去
最多を記録するなど好調が続いており、
この機を逃すことがないように小倉城周
辺をはじめとした施設の魅力向上や発
信、アクセス環境改善に取り組んだ結
果、施設来場者数は増加してきていると
考えられる。

H30年8月
H30年10月

―

34,800

1,787 2,175

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

1,774
H30年1月

～
H30年12月

―

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標４

小倉都心部における
居住人口

人 31,900 ―
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

その他の
数値指標３

歴史･文化･コンベン
ション施設への来場
者数

千人/年

31,396
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

Ｈ28年度の北九州スタジアムのオープン
に合わせてスタジアム周辺施設やインフ
ラを整備し、それらを活用したイベントを
開催してきた結果、小倉駅北口エリアの
歩行者通行量が増加してきたと考えら
れる。また、小倉駅南北結節点における
歩行者通行量も増加傾向にあり、小倉
駅北口エリアで創出した賑わいが少しず
つ循環してきていると考えられる。

その他の
数値指標２

公示地価の変動率 ―
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

都心部における各種インフラ整備事業
の推進に加え、小倉駅北口のスタジア
ムオープンや小倉駅南口の再開発事業
の着工等が寄与した結果、Ｈ29年度に
商業地の地価が24年ぶりに上昇に転
じ、その後2年連続で、全国平均・地方
圏平均を上回る上昇率になっており、小
倉都心の商業地としての魅力が向上し
てきていると考えられる。

％ -4.9 +2.2 ― ―

その他の
数値指標１

小倉駅北口エリア・南
北結節点における歩
行者通行量

人／日 30,572 33,100



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・沿線のバスセンター周辺における、バスと一
般車両との交錯による慢性的な交通交雑の解
消を図るため、現在、供用開始に向け事業の
着実な進捗に努めている。

・早期の供用開始に向け、事業進捗を図る。

・引き続き事業者のニーズを踏まえながら、商店街エリアの
空き店舗率改善に向けて支援を行っていく。
・引き続き事業進捗を図るため、地域住民や市場関係者の
合意形成に努める。

・事業計画の検討段階から、相談者の商店街
への出店に伴走し、円滑な出店、商店街関係
者等とのネットワークの構築を支援したことに
より、商店街エリアへの新規出店につながって
いる。
・小倉都心部の魅力を高め、集客活性化に資
する新機能の導入や施設配置について検討を
行っている。

・「シャッターヒラクプロジェクト」による商店街の空き店舗
への出店支援

・旦過地区における公民連携まちづくり推進事業の実施

実施した具体的な内容 実施した結果

・引き続き事業進捗を図るため、地域住民や市場関係者の
合意形成に努める。

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期

公民連携によるまちづくりの推進
・【再掲】旦過地区における公民連携まちづくり推進事業の
実施

・小倉都心部の魅力を高め、集客活性化に資
する新機能の導入や施設配置について検討を
行っている。

実施にあたっての課題　その他特記事項

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

今後の課題　その他特記事項

賑わい創出のための空間づくり
・【再掲】船場町にぎわい広場（船場広場）の整備
　（R1.7オープン）

・地域のまちづくり団体が主体となり、小倉
JAZZや北九州フードフェスティバル等の各種
イベントを実施しており、小倉都心の賑わいづ
くりを推進する拠点として機能している。

・今後整備予定の紫川周辺における水景広場などの公共
空間も活用しながら、官民一体となった賑わい空間の活用
を進め、小倉都心の更なる魅力向上を図る。

夜間の観光消費拡大

・堺町公園のライトアップ整備

・商工会議所と協力し、民間施設におけるライトアップを呼
びかけ

・現在、堺町公園のリニューアルに向け、工事
の進捗に努めている。
・民間施設における閉店後のライトアップや照
明デザイナーが参加したライトアップの設計な
どの事例が増加している。

・引き続き、「小倉都心地区夜間景観ガイドライン」に基づ
き、行政施設のライトアップを行っていくとともに、官民で連
携をとりながら、夜間における交流人口増加や宿泊者数の
増加を図っていく。

・成果を持続させるために
行う方策

都心地区内の回遊性向上
・船場町にぎわい広場整備事業（船場広場）の整備
（R1.7オープン）

・新幹線口エリア、商店街エリア、小倉城周辺
エリアをつなぐ歩行者動線上において、新たな
賑わい空間を創出したことにより、地区内の回
遊性が向上した。

・引き続き、国家戦略特区を活用したオープンカフェやマル
シェの継続的な開催や、新たな賑わい創出空間として整備
された「船場広場」での各種イベント開催など、官民公共空
間の利活用により、歩きたくなる空間を創出し、回遊性の向
上につなげていく。

都心地区の賑わい創出 ・小倉城天守閣、しろテラスの整備（Ｈ31.3オープン）
・リニューアルオープンした天守閣をはじめ、小
倉城を訪れる観光客は増加しており、エリア一
帯の賑わい創出につながっている。

・小倉城の魅力について、小倉城とそこに纏わる歴史・文化
の魅力を、マスコミとタイアップしたＰＲやＳＮＳの活用によっ
て効果的に発信していく。

公共交通機関によるアクセス性向上 ・砂津鍛冶町線の車道拡幅

商業地としての活力向上

快適な都市住環境の創出
・小倉駅南口東地区市街地再開発事業（ガーデンシティ小
倉）の整備（R1.9竣工）

・ＪＲ小倉駅前において、住宅、業務、商業、駐
車場などの機能を備えた再開発ビルが完成し
たことにより、良好で魅力ある都市住環境を創
出できた。

・今後は、本市の玄関口である小倉駅周辺において、南北
公共連絡通路やＪＡＭ広場の照明・天井改修を行い、良好
な歩行者空間を創出するなど、更なる良好な都市住環境の
整備に努める。

地域の特性を活かした魅力ある拠点の形成 ・紫川周辺における水景施設の整備

・新たな魅力を持った水辺の高質空間を形成
し、紫川周辺の更なる魅力向上と水辺空間の
活用増進を図るため、事業進捗に努めてい
る。

・早期の供用開始に向け、事業進捗を図る

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策


